
こんにちは。７月からアメリカ、コロラド州に留学している丸山実友です。留学レポートを書くのは初めてです

が、私がこの７ヶ月間で体験したことを伝えられたら嬉しいです。 

 

きっかけ 

留学に行こうと決めたきっかけはコロナ禍という状況が大きかったです。コロナ禍の制限により普通の高校生活

を送れていないことにもどかしい思いがありました。そんな中、高校留学でしか体験できないことがあると、母

が１年間の交換留学を勧めてくれ、制限されている中でも何か大きなことにチャレンジし、成長したい、３年間

という短い高校生活を価値のあるものにしたいと思い留学を決心しました。 

 

楽しみだったこと 不安だったこと

アメリカという多種多様な人がいる国で様々な価値

観をもった人に出会うことが一番の楽しみでした。 

実際に私はアメリカに来て沢山の人に出会い、沢山

のことを学びました。人種について、ヴィーガンに

ついて、LGBTについて。その人の価値観について知

るとその人のことを理解できる。自分との違いを知

ろうとすることの大切さを知りました。 

 

留学に行く前、不安だったことは英語力です。 

英語は他の教科よりは得意でしたが、日本からの留

学生の集まりに行ったときに周りの人たちの英語力

の高さを知り、心配になりました。留学が決まって

から出発するまで、毎日オンライン英会話をした

り、英語で日記を書いたりと英語力を上げるために

できることをしました。 

 

ホストファミリー 

私のホストファミリーはユダヤ教信者で、ホストファザ

ー、ホストマザー、ホストブラザーの３人です。ユダヤ

教について詳しく知らなかったのですが、ユダヤ教のイ

ベントなど貴重な体験ができました。 

 

ユダヤ教の光の祭典、ハヌカのときの写真です。→ 
ハヌカは８日間あり、毎日一本ずつろうそくをふやして

いきます。 

       

 

学校 

私は生徒数約１３００人の高校に通っています。白人、アフリカンアメリカン（黒人）、メキシコ系の人な 

ど様々な人種の人がいます。特にスペイン語が第一言語のメキシコ系が多いです。私の友達のなかにはアジア人 

もいます。 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが私のスケジュールです。 

１時間目は７時半から始まり、帰るのは 

３時頃です。英語の授業は特に難しいの 

で授業内で理解できないかったところは 

昼休みや放課後に先生に聞きに行きま 

す。また私の学校では日本語の授業が 

選択できます。 

私は二学期からアシスタントと 

して取っています。主に宿題の丸付け 

をしたり、周りの子の質問に答えたりし 

ます。８時間目はオフピリオドと 

いって授業をとっていないので友達と話 

したり、宿題を手伝ってもらったりして 

います。 

デコレーションされた廊下。 

テーマは、Winter Sports！ 



 

思い出 

 

私が７ヶ月間アメリカで過ごして一番楽しかった思い出はホームカミングで 

す。ホームカミングとは９月から１０月頃に行われる、卒業生を学校に 

招待しフットボールやダンスなどを楽しむ行事です。 

私の高校では約１週間に渡って行われました。Spirit weekといって１週 

間、毎日テーマが決められ生徒はそのテーマにあった服装で登校します。 

私の学校ではpajama dayやjersey dayがありました。金曜日にはフット 

ボールの試合があり友達と観戦しにいきました。土曜日にはダンスパーティ   

がありました。ドレスアップをして友達とダンスをしたことが楽しかったで 

す。 

 

 

大変なこと 

英語を理解したり、伝えたりすることは今でも難しいなと感じます。自分の伝えたいことが伝わらなくて悔しい 

思いもしました。３ヶ月経つと英語が聞き取れるようになるといわれていますが、私はその実感がなく、焦りか 

ら単語帳でボキャブラリーを増やすことを始めました。 

今でも成長できているのか心配になりますが、英検の問題を解いたときに得意ではなかったリスニングが 

聞きとれるようになっていて安心しました。 

また、私は交通手段に困ることもありました。友達と出かける場合、ホストファミリーが送り迎えをしてくれま 

すが、ホストファミリーの都合に合わせて時間や場所を相談する必要があり、日本のように自分たちだけで 

予定を立てて出かけるのが難しいです。 

 

 

目標 

帰国まで残り３ヶ月となりましたが、さらに沢山の人に出会って新しい考えを取り入れたいです。 

ありがたいことに私の周りには私の知らなかった考え方をもっている人が多くいます。 

すでにその人たちに影響されて、考え方やものの見方は前とは大きく変わりました。 

それを知ることの楽しさにも気づきました。 

アメリカで得た自分の考えを日本に帰国した際に伝えられるよう残り３ヶ月、悔いなく過ごしたいです！ 

 

 

 

    

    

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーパーのバター売り場。 

種類の豊富さに驚きました！ 

ヴィ―ガンのためのバターも

売られています。 

英語のクラスで文章が 

どのようなことを 

   示唆しているのか、

意見を書きあいポスターを

作りました。数学など他の

クラスでもグループワーク

でポスターを作ることが多

いです。 

コロラドの

冬は寒い！ 

温泉も有名

です。 



 

課外活動 

 

クロスカントリーという長距離走のクラブに秋シーズン入っていました。 

シーズンが終わり一人ずつにその人のいいところが書かれた紙ざらが渡されました。 

私はBest Smile 賞を頂きました！ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もし留学を迷っている人がいたら挑戦してほしいです。私はアメリカに来て英語力だけでなく人として成長 

できたと思います。自分がどれだけ周りの人に支えられているのかに気づきました。相手を尊重することの大切 

さを知りました。辛いと思う時期もありましたが、それを乗り越えて強くなれた気がします。 

また、コロナ禍での留学となり出発することが難しいと思うこともありましたが、日鶴の先生方のご協力もあり 

留学することができ、とても感謝しています。このレポートを読んで交換留学に興味をもってくれたら嬉しい 

です。長くなりましたが、最後までお読み頂きありがとうございました！  


